
 

令和７年度北区立としま若葉小学校 学校評価アンケート集計 

 

令和８年２月２日 

としま若葉小学校 

〇学校評価アンケートの結果と分析 

（小数第一位で四捨五入） 

評価項目 結果 分析 

＜学校の教育目標や方

針について＞ 

①  学校の教育目標や

方針を分かりやす

く伝えている。 

 保護者の肯定評価は、９６％

（前年比△５％）。学校評議員

の肯 定 評価 は 100％ で あっ

た。「学校の教育目標や方針」

について、全校朝会の講話で

児童に伝えることや保護者会

や学校だよりなどの周知によ

って浸透したと考えられる。 

＜学習について＞ 

②  分かりやすく、意

欲をもって取り組

めるような授業を

工夫している。 

 

 保護者の肯定評価は、９５％

（前年比△３％）で、学校評議

員は 100％であった。積極的

肯定評価は、保護者。教員共に

５％程度上昇していることか

ら、授業の実践の効果を実感

できるようになってきている

といえる。 

③  少人数指導（３～

６年）など、子供の

習熟度に応じた授

業 を 工 夫 し て い

る。 

 保護者の肯定評価が、８９％

（前年比▼５％）。不明が８％

であった。学校評議員の不明

の 評 価 は ０ ％ （ 前 年 比 ▼ ２

５％）と改善した。次年度は土

曜日授業が 4 日に減少する

が、習熟度別学習の様子を積

極的に公開していきたい。 

＜健全育成について＞ 

④  児童は、挨拶や言

葉遣いなど基本的

な生活習慣が身に

付いている。 

 保護者の肯定評価が、８９％

（前年比△９％）と大きく上

昇した。積極的肯定評価は前

年比△１７％であり、挨拶や

言葉遣いなどについて改善さ

れたことが評価を得たといえ

る。 

⑤  児童は、集団生活

のきまりやルール

を守って生活して

いる。 

 保 護 者 の 肯 定 評 価 は ９ １ ％

（前年比△４%）と上昇して

いる。積極的肯定評価は前年

比で１０％上がった。生活指

導面の改善がこちらも評価を

得たといえる。 

⑥  道徳や人権教育な

ど、心の教育に取

り組んでいる。 

 保 護 者 の 肯 定 評 価 は ９ ５ ％

（前年比△１１%）と大きく

上昇した。積極的肯定評価は

前年比で９％上がった。また、

前年 12%あった不明の回答

が１％となった（▼１１％）。 

児童の道徳的判断力が高まっ

たってきていることと道徳地

区公開講座の取組の認知が高

まったことによるものだと考

えられる。 
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⑦  児童の悩みや保護

者の相談に誠実に

対応している。 

 保 護 者 の 肯 定 評 価 は ９ ２ %

（前年比▼２％）。だが、積極

的肯定評価は前年比で５％上

上昇している。不明の回答は 

前年比で△３％であった。学

校評議員の不明の回答は前年

比で▼１０％で改善した。学

校評議員会などで取組を説明

してきた効果と思われる。 

＜健康・安全について＞ 

⑧  児童の体力向上に

努めるとともに、

保健指導や食育に

も 取 り 組 ん で い

る。 

 保 護 者 の 肯 定 評 価 は ９ ３ ％

（前年比△６%）と上昇して

いる。積極的肯定評価は前年

比で１３％上がった。体力向

上だけでなく、食育や保健の

充実した取組が反映されてき

ているといえる。 

＜開かれた学校について＞ 

⑨  学校だより・保健

だより・給食だよ

り な ど の お た よ

り 、 お よ び

「tetoru」やホー

ムページ、「まなび

ポケット」などで、

教育活動を分かり

や す く 伝 え て い

る。 

 保護者の肯定評価は９５％

（前年比△２％）であった。

HP や連絡アプリの更新があ

ったものの混乱なく、新しい

システムでメディアの特性に

合わせた情報を伝えることが

できていると考えられる。 

⑩  金 管 バ ン ド を 発 足

し、学校や地域行事

等で活動の充実を図

っている。 

 保 護 者 の 肯 定 評 価 は ９ １ ％

（前年比△３%）と上昇して

いる。積極的肯定評価は前年

比で△１０％であった。年々

金管バンドの認知度が高まっ

てきていると考えられる。学

校 評 議 員 の 不 明 の 回 答 が １

５％だったことから、地域で

のアピールの場も大切にして

いきたい。（R7 は商店街わく

わくまつりは雨天中止） 

⑪  施設が整備され、

校舎内外の清掃も

行き届いている。 

 保護者の肯定評価は９１％

（前年比△１%）と上昇して

いる。積極的肯定評価は前年

比△１１％と大きく上昇し

た。施設設備の老朽化は進ん

でいるが、日常の環境整備・

美化の成果が出てきている。 

 

＜全体から＞ 

〇今回のアンケートでは、教職員の積極的肯定評価の割合の増加がほとんどの項目で、顕著にみ

られている。教職員が、自らの教育活動の成果を実感しながら、職務を遂行できるようになって

きたものと考えられる。 

〇学校評議員アンケートでは、全ての項目において否定評価がほとんどなかった。また、11 項

目のうち９項目で、積極的肯定評価「思う」の割合が増加している。これらのことから、学校の

取組の成果が地域の方々に分かりやすく伝わっていたといえる。 
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